
織田文化歴史館で歴史を知ろう、学ぼう。そして触れよう。

夏休みは織田文化歴史館 ･図書館織田分館へ行こう！
　織田文化歴史館では、夏休み限定で、寄贈図書、町内図書館4館の所蔵図書
を集めて、歴史図書・マンガフェアを開きます。
　卑

ひ

弥
み

呼
こ

や織田信長、人物伝や幕末物、日本から世界の歴史まで、1,300冊の
歴史系の図書やマンガが文化交流ホールに集まります。
　今年は、白山開山1300年の記念の年ということで、登山や山岳、泰澄など
が活躍した古代史の本・マンガもあります。

　　　歴史図書・マンガフェア開催！

期　間　7月21日㈮~8月31日㈭　午前10時～午後6時　※月曜日は休館です。

場　所　織田文化歴史館  文化交流ホール
参加費　無料
※歴史図書・マンガフェアの本の貸出はできません。館内でお読みください。

特別企画

　特別企画の期間中、お子さんを対象とした文化歴史館・
図書館織田分館の関連イベントを行います。
　おはなしひろばは、申込み不要で、無料です。こども
歴史体験講座と1300年記念特別企画は、（一社）越前町
観光連盟のご協力のもと行います。事前申し込みが必要
で、有料となります。詳しくは、観光連盟にお問い合わせ
（☎37‒1234）いただくか、巻末の「おでこま♪」をご覧
ください。

問合せ先　織田文化歴史館・図書館織田分館　☎36-2288

	 こども歴史体験講座２
	（越前焼DEマイ梵鐘を作っちゃおう）
 8月17日（木）　午前10時30分〜午後0時30分
 祝！越前焼日本遺産認定。学芸員による梵鐘（国宝）のお話

のあと、越前焼の風鈴に色をつけて梵鐘風鈴づくりをします。

	 白山開山1300年記念特別企画
	（修験者になって修行をしよう）
 8月27日（日）　午前9時〜午後3時
 山伏の白衣をイメージした白Ｔシャツに背文字を書いて修

験者になりきろう。泰澄大師の気分になって登山をします。

5

6

 おはなしひろば１
 8月3日（木）　午後2時〜 2時30分
 読み聞かせサークル「どようおはなしひろば虹」が、「花さき山」など

の読み聞かせをします。そのあと貸し出しバッグにお絵かきをします。

	 おはなしひろば２
 8月10日（木）　午後2時〜 2時30分
 司書が日本の神話の読み聞かせをします。そのあとオリジナルの

絵巻ものを作ります。

	 おはなしひろば３
 8月24日（木）　午後2時〜 2時30分
 読み聞かせサークル「どようおはなしひろば虹」が、世界の神話の読

み聞かせをします。そのあと貸し出しバッグにお絵かきをします。

	 こども歴史体験講座１
	（まがたまづくりと魅惑の古代弁当）
 7月27日（木）　午前10時30分〜午後1時
 学芸員による古代のお話を聞いたあと、柔らかい石で勾

まが

玉
たま

（昔の
ペンダント）をつくって卑

ひ

弥
み

呼
こ

の時代にタイムスリップ。

1

4

2

3

スタンプを集めて、クジにチャレンジ ! !
　夏休み期間中、スタンプカードを発行します。左記の6つのイベントへの参加と図書の貸出で、スタンプを集めて景品をもらおう。　スタンプカードは、7月16日（日）から図書館織田分館のカウンターでお渡しします。対象は、中学校3年生までのお子さんとなります。　スタンプカードの有効期限は、8月31日（木）です。

関連イベントも盛りだくさん！

泰
澄
・
白
山
開
山
１
３
０
０
年
記
念  

２
年
連
続
講
演
会

　
今
年
２
０
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、
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山
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開
山
し
て

１
３
０
０
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記
念
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で
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そ
こ
で
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昨
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引
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澄
や
越
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そ
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事
前
申
し
込
み
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不
要
で
、
ど
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演
会
に
参
加

さ
れ
て
も
結
構
で
す
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駐
車
場
が
満
車
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場
合
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田
文
化
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史
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駐
車
場
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。
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演
会
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午
後
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2
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30
分
（
90
分
）
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泰
澄
大
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山
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澄
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記
の
世
界
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真
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山
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開
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澄
大
師
、
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伝
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。
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造
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氏
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村
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紀
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要　
泰
澄
伝
承
は
８
０
０
箇
所
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上
あ
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、
全
国
に
広
ま
る
。

主
要
な
箇
所
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
す
る
。

　
講
演
会
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午
後
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時
〜
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時
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80
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山
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信
仰
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ま
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修
験
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師　
菅
谷
文
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氏
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時
代
の
末
に
役
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修
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出
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文
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史
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が
な
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的
に
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
し

か
し
、
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澄
な
ど
が
い
た
と
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と
を
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発
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に
す
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方
が
遺
跡
論
か
ら
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論
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。
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台
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居
を
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合
さ
せ
た
舞
台
。
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澄
の
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澄
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澄
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―
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寺
院
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経
営
と
参
詣
者
か
ら
み
た
白
山
信
仰
―

講　
師　
本
川
幹
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概　
要　
両
寺
院
の
経
営
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と
の
関
係
、
参
詣
者
の
あ
り
方
を

比
較
検
討
し
つ
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、近
世
的
白
山
信
仰
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性
格
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考
え
る
。
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後
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―
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山
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中
心
に
―

講　
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貴
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概　

要　
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安
時
代
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半
か
ら
、
白
山
信
仰
は
各
地
に
広
が
っ
た
。

当
時
の
彫
刻
史
に
越
前
町
の
遺
品
を
と
ら
え
る
。

　
講
演
会
８　
午
後
2
時
30
分
〜
3
時
50
分
（
80
分
）

演　
題　
泰
澄
伝
説
の
研
究
を
め
ぐ
っ
て

講　
師　
笠
松
雅
弘	

氏

概　
要　
泰
澄
伝
説
成
立
過
程
の
問
題
点
と
今
後
の
課
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を
整
理
し

て
語
る
。

　
講
演
会
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午
後
4
時
〜
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10
分
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70
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）

演　
題　
『
泰
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和
尚
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風
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と
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成
立

講　
師　
堀　
大
介

概　

要　
『
泰
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和
尚
伝
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い
つ
書
か
れ
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も
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。
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。

問
合
せ
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織
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文
化
歴
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館　
☎
３
６‒

２
２
８
８

9
月
23
日（
土
・
祝
）

10
月
15
日（
日
）

11
月
18
日（
土
）
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